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～育てたい、残したい、ふるさとの美しい川～

誇れるふるさとの川づくりプロジェクト
「誇れるふるさとの川づくりプロジェクト」は、平成23年度から始まり今年で3年目を迎えます。
市内を流れる川の水質や水辺環境を改善・復元して、よりよい姿で未来の子どもたちへと美しい川をつな
いでいく取り組みです。　問環境政策課環境企画係　☎44-3135

平
成
24
年
度
は
こ
ん
な
取
り
組
み
を
し
ま
し
た

1
　
原
野
谷
川
ク
リ
ー
ン
ウ
オ
ー
ク

　

自
然
豊
か
な
原
野
谷
川
の
現
状
を
知
り
、
川
を
き
れ
い
に
し
て

も
ら
お
う
と
、
和
橋
か
ら
曙
橋
に
か
け
て
、
ク
リ
ー
ン
ウ
オ
ー
ク

を
開
催
し
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
や
市
内
企
業
か
ら
多
く
の

方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
４
・
５
km
コ
ー
ス
と
７
・
１
km
コ
ー
ス

の
二
手
に
分
か
れ
て
ご
み
拾
い
を
実
施
し
ま
し
た
。

2
　
川
の
変
遷
を
た
ど
る
旅

　

市
南
部
を
流
れ
る
前
川
か
ら
原
野
谷
川
の
起
点（
掛
川
市
黒
俣
）

ま
で
足
を
運
び
な
が
ら
、
原
野
谷
川
の
地
形
や
そ
の
流
域
の
文

化
、
人
々
の
歴
史
を
学
び
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
普
段
と

違
っ
た
原
野
谷
川
の
姿
を
学
び
、
驚
い
た
様
子
で
し
た
。

3
　
水
辺
環
境
学
習
会
　
～
川
の
楽が

っ

校こ
う

～

　

川
の
中
に
入
っ
て
の
体
験
活
動
を
通
し
て
、
川
に
親
し
み
、
好

き
に
な
っ
て
も
ら
う
事
業
で
す
。
夏
の
日
差
し
の
中
、
子
ど
も
た

ち
は
川
の
生
き
物
調
べ
や
カ
ヌ
ー
体
験
に
夢
中
で
、
夏
の
原
野
谷

川
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

4
　
原
野
谷
川
八
景
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　

原
野
谷
川
を
題
材
と
し
た
写
真
を
募
集
し
、
市
内
外
か
ら

２
０
４
点
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。昨
年
11
月
4
日
に
開
催

し
た「
エ
コ
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
２
」の
中
で
表
彰
式
を
行
い
、
入
賞

作
品
は
同
会
場
や
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
で
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

5
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
会

　

平
成
24
年
度
の「
誇
れ
る
ふ
る
さ
と
の
川
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」に
お
け
る
活
動
の
報
告
会
を
行
い
、『
鶴
見
川
流
域
の
再
生
の

取
組
』と
題
し
て
、
神
奈
川
県
で
活
動
さ
れ
て
い
る「
鶴
見
川
流
域

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
」の
平
山
氏
を
講
師
に
招
き
、
河
川
環
境
保

全
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

平成25年度　3年目の取り組み
▽調査分析…原野谷川とその支流で水質検査を実施し、
経年で結果を比較分析するとともに、市民団体（市民環境
ネットふくろい）と連携して、原野谷川やその流域の植生
調査を行います。

▽ワークショップ…プロジェクトを広く周知するために
活動の報告会を実施するとともに、川に生息する生物な
ど川について知ってもらうために、市民と連携し、意見
交換を行い原野谷川散策マップの作成作業を行います。

▽川に親しむ…未来を担う子どもたちに川に親しみを持っ
てもらうため、水辺環境学習会や変遷をたどる旅などを
実施し、川に興味を持ち、歴史や現状を知る活動を継続
します。

▽NEW!!生活排水対策活動…新たにモデル地区によるソ
フト面での水質改善の取り組み(水質改善チャレンジ月
間)を実施します。その効果を検証するとともに、簡易浄
化装置を設置し、直接的な水質浄化を図ります。また、
この取り組みを市内全域へ広げていきます。

実施予定のイベント 実施時期

川の変遷をたどる旅 8月上旬

水辺環境学習会 8月中旬

原野谷川クリーンウオーク 10月

プロジェクト報告会 平成26年3月

6月23日
原野谷川クリーンウオーク

8月7日　
原野谷川の歴史勉強会

8月17日　
川の楽校カヌー体験

11月4日
フォトコンテスト表彰式


